
口絵1：飛騨山脈・白馬大雪渓における最近の地形変化
Pictorial 1：Recent Geomorphic Changes in the Shirouma Daisekkei Valley

図 1　飛騨山脈北部の白馬大雪渓では落石や土石流がたびたび発生している（松元ほか, 1998;石井・小疇, 1999;丸山
ほか, 2004; Kariya et al., in pressなど）．2006年 7月 22日にも大雪渓上部左岸谷壁で土石流が発生し，谷底の雪渓上
に押し出した．土石流発生後に移設された登山道は地点 A付近を通るが，これに気づかなかった登山者が発生前の登
山道（地点 B）を下山している．地点 Bは右岸谷壁で日常的に発生する落石が容易に到達する場所で，逃げ場がなく
危険である．また土石流堆積物末端から離脱した巨礫が，矢印の位置まで雪面上を滑走した（図 5, 2006年 7月 29日
下流へ向かって撮影）．

図 2　（a）大雪渓における近年の地形変化の総合図（既往研究や，筆者を含む共同研究グループの未発表資料による）．
落石発生位置，土石流堆積物，雪面滑走礫の軌跡，なだれの分布域のほか，裸岩壁や登山道の位置も示す．（b）1980
年以降の落石・雪面滑走礫による死傷事故の発生地点（小森, 2006に加筆）．地点の位置は図 aの登山道にあわせてある．
横線は位置の推定誤差を示す．狭い谷の中で種々の地形変化が生じ，それによる事故が年々起きていることがわかる．



口絵 1（つづき）：飛騨山脈・白馬大雪渓における最近の地形変化
Pictorial 1：Recent Geomorphic Changes in the Shirouma Daisekkei Valley

図 5　落石や土石流に伴って，単一ま
たは複数の巨礫が残雪上を滑走するこ
とがある．2006年 7月 22日に生じた
土石流（図 1）では，堆積物の末端か
ら長径約 4 mの礫が滑り出し，約 1 km
移動した．滑走痕が雪面に白く残って
いる（2006年 7月 29日）．
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図 3　2005年 8月 11日 傾斜 45度を超える杓子岳北面で崩壊が
発生し，約 8000 m3の岩屑が谷底に供給された．岩屑は雪渓上の
登山道を覆い，死傷者が発生した（同日 中信森林管理署撮影・提供）．

図 4　杓子岳一帯には節理の発達した中新世～古第三紀
の珪長岩が露出する（中野ほか, 2002）．節理の粗密が顕
著で，岩盤の後退速度にも差があると推定される．節理
が高密に発達する部分からは，積雪期を除いて，ひんぱ
んに落石が発生している．図 3の十字マーク付近（2006
年 9月 11日）．

図 6　大雪渓最上部では右岸側に広い裸岩壁
が，左岸側に崖錐や古い土石流堆積物が，中央
部に最終氷期の堆石堤が存在する．また 2005
年 8月の中規模落石による崖錐堆積物や 2006
年 7月 22日の土石流堆積物が谷底まで押し出
している．登山道はこれらの地形の間を縫い，
白馬岳南圏谷を経て，白馬岳山頂に至る（2006
年 10月 16日）．


